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金…木…だ…よ…り

昭
和
五
十
四
年
の
年
頭
に
当

り
、
町
雛
会
を
代
表
し
て
、
謹

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
に
希
望
あ

ふ
れ
た
新
春
を
迎
え
る
に
当
り

町
民
各
位
の
ご
滴
禰
と
ご
繁
栄

昭
和
五
十
脚
年
元
旦
を
迎
え

衷
心
よ
り
お
座
び
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
ま
た
町
民
各
位
に

は
そ
ろ
っ
て
御
健
勝
で
あ
り
、

繁
栄
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
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ｌ
ｌ
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

金
木
町
長

大
橋
忠
勝

町
議
会
議
長

野
宮
雄
造

V倫‘壷・

じ－

K 」に

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

大
過
な
く
新
年
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ひ
と
え

に
町
民
各
位
の
ご
支
援
と
ご
協

力
の
鴫
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
す
る
次
輔
で
あ
り
ま

す
。

さ
て
、
昨
年
を
噸
み
ま
す
と

門
間
ド
ル
安
棚
場
が
一
昨
年
か

ら
続
き
、
雑
に
は
や
や
円
安
と

な
っ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て

深
刻
な
不
況
に
明
け
群
れ
、
年

末
に
は
政
椛
の
交
代
と
い
う
慌

し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

わ
が
町
と
し
ま
し
て
は
、
六

一

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昭
和
Ｋ
十
川
年
座
金

木
町
の
趨
勢
は
城
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
本
年
は
淵
町

全
水
川
而
俄
一
千
八
百
九
十
九

海
中
、
尖
に
六
百
海
も
の
減
反

が
予
想
さ
れ
、
ひ
と
り
腱
業
界

の
低
蒋
の
み
か
、
そ
ろ
っ
て
盤

か
な
老
舗
の
林
立
せ
る
金
木
町

商
業
界
も
、
住
宅
や
土
木
・
自

助
車
業
等
に
関
わ
る
雌
ド
町
村

中
随
一
の
粁
数
を
誇
る
金
木
町

工
業
界
も
、
全
分
野
に
亙
り
、

大
き
な
餓
気
の
後
退
は
必
須
で

あ
り
、
こ
れ
こ
そ
は
当
町
蚊
大

川
の
異
椛
低
温
に
よ
り
一
部
り

ん
ご
に
被
秤
が
あ
っ
た
も
の
の

そ
の
後
好
天
が
続
き
、
艘
家
に

と
っ
て
は
比
較
的
恵
ま
れ
た
年

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
懸
念
さ
れ
ま
し
た
水

川
利
川
再
編
対
策
邪
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
当
初
の
目
標
を
上

川
る
好
成
紙
に
碑
ば
し
く
、
協

力
さ
れ
た
股
家
推
び
に
ご
指
導

を
賜
り
ま
し
た
雌
は
じ
め
Ⅲ
係

機
関
に
対
し
て
、
深
挫
な
る
敬

意
を
衣
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

し
か
し
な
が
ら
本
邪
推
は
十

の
燗
み
で
あ
り
ま
す
。
町
民
行

位
に
は
深
く
認
織
さ
れ
、
一
Ｍ

の
御
努
力
と
節
制
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
私
共
も
娯
り
な
き
町

政
を
志
向
し
て
、
腱
政
を
は
じ

め
雄
大
の
努
力
を
伽
注
致
す
所

存
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
山
年
庇
は
次
の
斯

辨
業
に
努
め
ま
す
。

①
「
金
木
競
蝿
」
押
側
の
策
定

②
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
熱
心
な

町
づ
く
り
。

③
舗
装
道
の
新
没
。

爵聯

…

×…
年
間
継
続
と
い
う
制
約
が
あ
り

水
稲
栽
啼
腱
家
は
更
に
き
び
し

い
試
練
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
と
し

ま
し
て
は
全
知
全
能
を
傾
け
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
な

が
ら
こ
の
難
関
を
克
服
す
べ
く

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
捕
感
致
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
行
な
わ
れ
た
町
の
主
な

聯
業
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
鋪

一
保
育
所
、
学
校
給
食
施
投
そ

れ
に
凹
然
休
養
村
聯
業
の
う
ち

野
街
場
、
経
憐
符
理
所
弊
が
た

；
④
間
係
川
体
と
の
疎
辿
を
深
め

交
辿
堺
故
・
災
押
・
犯
罪
の
な

い
町
づ
く
り
。

⑤
金
木
～
背
森
間
逆
路
の
進
捗

⑥
商
工
公
雌
雄
没
礎
の
助
成
。

⑦
弘
大
川
地
払
い
ド
げ
の
火
現

を
期
す
る
。
Ⅲ
競
賜
場
跡
地
（

十
一
町
歩
）
に
金
木
中
学
校
稗

転
新
築
・
総
合
グ
ラ
ン
ド
・
野

球
場
建
投
什
川
の
策
定
。

⑧
町
憐
蠅
泉
場
（
恋
の
川
脈
）

の
建
役
Ｉ
洲
泉
の
あ
る
術
汕

施
伐
、
柵
祉
施
股
、
雌
内
温
水

溌麓聾唖

鑿
灘照 無画
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⑨
片
野
公
川
の
一
人
惟
伽
に
努

め
る
ｌ
太
宰
碑
岬
か
ら
対
峠

へ
の
架
怖
、
灘
の
川
脈
へ
龍
る

遊
歩
道
の
州
発
、
既
没
遊
歩
道

の
帥
装
化
、
助
物
側
の
幣
伽
、

剛
内
塒
化
背
（
残
八
戸
）
の
退

去
弊
。

⑩
氏
術
群
受
け
入
れ
体
制
充
分

な
「
太
宰
の
町
」
ざ
く
り
。

⑪
測
子
雁
川
刷
企
堆
誘
致
に
努

め
る
。

⑫
金
木
病
院
倣
地
拡
推
と
新
築

の
策
定
。

⑬
大
化
七
Ｍ
地
の
形
成
（
人
収

成
、
鯉
雌
健
康
剛
進
施
没
は
’

十
三
年
腱
内
に
定
成
す
る
ｆ
雌

と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
待
望
の

統
合
小
学
校
新
築
工
蛎
を
は
じ

め
腱
免
道
路
、
枇
泉
ボ
ー
リ
ン

グ
エ
堺
等
数
多
く
の
蛎
業
が
順

洲
に
進
捗
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
洲
町

で
は
他
町
村
に
比
し
て
、
幣
仙

や
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
が
山
械
し
て
お
り
、
そ
し

て
こ
れ
ら
の
火
現
と
解
決
を
側

る
こ
と
が
我
々
に
探
せ
ら
れ
た

戊
務
で
あ
り
、
現
状
に
湖
足
す

る
一
｝
と
な
く
、
化
雌
の
喫
梨
を

汲
み
取
り
、
少
し
で
も
映
か
で

、

仇
み
よ
い
町
づ
く
り
に
好
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
ま
し
て
も
、
町
の

財
政
状
況
を
兇
ま
す
と
、
地
力

向
祐
体
の
全
脚
的
似
向
と
は
申

し
な
が
ら
、
あ
ま
り
芳
し
く
な

く
今
後
の
町
づ
く
り
か
懸
念
さ

れ
ま
す
が
、
仇
雌
の
代
表
と
し

て
、
断
間
、
克
服
し
て
行
き
た

い
所
存
で
ご
ざ
い
主
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
州
か
い
ご
脂
導

ご
伽
燵
を
心
か
ら
お
願
い
巾
し

ｔ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

ヶ
脈
辿
り
）
。

⑭
荊
防
料
稗
蛎
新
築
の
飛
定
。

⑮
ス
キ
ー
甥
新
投
の
飛
定
（
裾

の
川
脈
、
人
束
ヶ
脈
）
。

⑯
金
木
、
琉
獅
、
舛
良
巾
・
・
・
地

Ⅸ
老
人
ホ
ー
ム
の
修
緋
。

⑰
南
中
グ
ラ
ン
ド
川
地
の
拡
推

に
努
め
る
（
間
収
交
渉
統
而
）
。

⑱
掛
の
沢
冷
駛
（
小
川
川
ダ
ム

人
川
付
近
）
の
川
発
。

⑲
川
介
林
道
の
附
加
一
。

⑳
行
政
雌
線
放
送
の
あ
る
町
づ

く
り
漿
唾
。
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金…木…だ…よ…り… …

、
い
つ
も
選
挙
が
行
な
わ
れ
る

た
び
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
合
せ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
よ
り

み
な
さ
ん
に
関
係
の
あ
る
選
挙

法
を
解
説
い
た
し
ま
す
。

と
く
に
今
年
は
、
二
〃
山
Ⅱ

の
雌
知
聯
選
挙
、
四
〃
八
Ｈ
に

は
雌
雛
会
雛
只
選
挙
と
つ
づ
き

ま
す
の
で
、
大
学
生
・
会
社
典

等
の
選
挙
椛
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
（
公
職
選
挙
法
第

九
条
関
係
）

修
学
お
よ
び
就
職
の
た
め
下

術
や
寮
な
ど
に
肘
住
し
て
い
る

学
生
や
会
社
風
等
の
住
所
に
つ

い
・
て
は
、
特
別
の
小
怖
が
な
い

限
り
、
選
挙
法
上
の
住
所
は
、

そ
の
孵
化
し
て
い
る
下
術
や
張

搾
の
所
在
地
に
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
郷
皿

の
市
町
村
に
住
氏
栗
が
あ
り
、

選
挙
人
名
姉
に
盗
雌
さ
れ
て
い

て
も
、
こ
れ
ら
の
人
に
つ
い
て

は
、
価
Ⅱ
実
家
か
ら
辿
勁
、
汕

学
し
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、

選
挙
椛
は
行
使
で
き
な
い
も
の

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か

》

葬
燕
鱒
蕊
騨
奪
蓉
葬
簿
錘
葬
燕
燕
捧
鉾
辞
燕
燕
葬

謹
鱗
議
篭
蕊
儒
①

蕊
￥蕊鉾

大
学
生
の
選
挙
権
は
？

ら
、
こ
れ
に
よ
り
投
栗
Ｈ
に
投

票
所
へ
お
川
で
に
な
っ
て
も
投

票
が
で
き
な
い
甥
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
人
は
、
す

ぐ
に
肱
雌
蕊
を
塒
化
し
て
い
る

下
術
や
寮
の
所
在
地
へ
移
し
て

ド
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
一
定

の
期
間
を
経
過
し
た
後
に
、
そ

の
肘
化
地
で
の
選
挙
樅
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
前
述
の
特
別
の
術
怖

と
は
、
下
術
・
来
等
の
実
家
等

「
９
９
９
６
ｌ
ｑ
ｈ
４
ｌ
ｑ
ｊ
ｑ
§
ｑ
９
Ｑ
６
６
９
９
』

背
森
以
知
彬
選
雅
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
今
川
の
避
茶

は
こ
れ
た
で
と
述
い
記
叶
式

投
栗
で
行
わ
れ
主
す
。
投
蛎

川
紙
に
あ
ら
か
じ
め
候
袖
背

の
氏
瑞
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
投
蛎
す
る
峠
は
、

投
架
し
よ
う
と
す
る
候
補
背

下
』
９
Ｌ
ｑ
ｇ
ｑ
ざ
■
ｒ
■
ざ
■
ご
口
邑
■
理
■
畠
ｑ
■
さ
■
さ
■
‐
』
■
ざ
■
一
ざ
■
ｒ
』
■
一
ご
一
ｑ
』
可
』
■
ｒ
』
■

ｒ
‐
そ
う
す
れ
は
、
一
雄
郵
便
貯
金
は
、
卜
年
間
、
貯

御
間
を
経
過
し
た
後
に
、
そ
金
の
瓶
け
入
れ
や
払
い
促
し
、

仰
化
地
で
の
選
挙
樅
を
得
る
あ
る
い
は
利
子
鼬
人
の
淌
求
・

）
が
で
き
ま
す
。
印
章
や
化
所
の
変
更
川
な
ど
の

ひ
お
、
前
述
の
特
別
の
術
怖
御
利
川
が
ま
っ
た
く
な
い
場
合

Ｒ
下
術
・
来
等
の
実
家
等
に
は
、
そ
の
砿
余
を
し
て
い
る

勺
ｈ
§
ｑ
ｂ
、
町
匡
２
３
、
ｓ
ｑ
１
９
ｂ
ｉ
■
６
Ｅ
可
延
ｑ
Ｉ
ｑ
巴
ｑ
Ｌ
２
ｑ
■
ｉ
ｑ
ｇ
ｑ
ｂ
ご
§
榊
日
ｉ
Ｌ
ｑ
Ｑ
，
ｑ
色
ｑ
■
．
ｂ
●
’
ｑ
９
９
１
訳毎口

忘
れ
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
》毎・

の
色
月

合
日
一
コ

青
森
県
知
事
選
挙
一

か
ら
の
蠅
離
も
近
く
、
史
家
弊

に
配
偶
者
が
あ
り
、
か
つ
符
蝿

す
る
財
産
を
持
ち
、
体
Ｈ
・
休

暇
以
外
に
も
し
ば
し
ば
帰
宅
す

る
必
哩
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の

堺
尖
も
あ
る
等
の
状
況
が
明
向

な
場
合
を
い
い
ま
す
。

（
避
挙
符
叫
委
此
会
）

の
氏
瀦
の
上
の
柵
に
○
の
ス

タ
ン
プ
を
押
し
て
投
栗
し
て

下
さ
い
。
○
の
ハ
ン
コ
は
各

投
栗
所
に
雑
肺
し
て
あ
り
ま

す
。
○
以
外
の
紀
妙
を
沸
く

と
無
効
に
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
ド
さ
い
。

忘
れ
ら
れ
た

通
帳
は
あ
り
ま
せ
ん
か

Ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
Ｑ
ｈ
口
９
日

（
ｍ
〃
岫
川
分
）

沢
川
悲
治
（
裕
久
）
班
瀬

三
上
肺
花
（
誠
二
）
〃

竹
内
備
之
輔
（
防
火
）
藤
枝

佐
野
幸
誉
（
明
則
）
金
水

方
に
通
帳
や
縦
件
を
郵
便
Ｍ
に
↑
尻
辿
知
件
が
Ⅲ
き
ま
し
た

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
川
心
、
す
ぐ
郵
仙
川
へ
迪
帷
を
提

金
を
継
続
し
て
御
利
川
い
た
だ
川
す
る
か
、
迪
帷
が
な
い
珊
介

く
か
、
ま
た
は
全
部
払
い
暖
し
に
は
Ⅳ
交
付
の
叩
川
を
し
て
く

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
辿
知
し
だ
さ
い
・

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
｜
品
際
皿
知
が
な
く

一
両
辿
知
を
お
送
り
し
て
か
て
も
占
い
辿
帷
が
し
ま
い
忘
れ

ら
二
ヶ
川
経
過
し
て
も
な
お
迪
た
主
主
に
な
勺
て
い
な
い
か
、

帷
や
紙
片
の
捉
川
（
亡
失
し
て
も
う
一
度
お
州
べ
に
な
っ
て
は

い
る
場
合
に
は
仰
交
付
禰
求
）
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
は
貯
金
の
全
部
払
い
・
雌
し

辿
帷
伽
は
わ
ず
か
で
も
、
利

の
硝
求
が
な
い
と
き
は
そ
の
貯
忠
が
つ
い
て
思
わ
ぬ
棚
に
な
っ

金
が
雌
効
に
な
り
ま
す
。
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

’
一
一
一
一
二
一
一
】
’
’
’
一
一
一
】
’
一
一
二
一
回
一
一
、
》
一
一
画
一
二
二
画
一
一
二
一
国
一
一
一
二
｜
画
一
三
一
一
口
一
一
二
｜
画
一
一
一
二
一
画
一
一
一
一
一
一
『
一
一
一
一
一
一
国
一
一
一
二
国
一
一
一
一
一
』
一
三
一
一
』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
』
一
二
｜
一
画
一
一
唇
一
一
』
二
一

霊 篝薑＝
参

．
↑
一
潟
巾
芙
ｆ

泉
谷
和
伸

凹
沢
火
哩

へ
！
ひ
と
み

今
災
希
雄

今
優
子

杉
山
陽
子

平
井
は
る
か

中
将
仁
美

徳
川
敦
子

古
川
に
宏

ｃ
昶
Ｊ
洲
罪
Ⅱ
川
ｆ
ｊ

ｌ
Ｉ
山
川
朝
４
１
・
』

□
・
凸
守
、
ｒ
Ｊ
ｒ
、
Ｊ
ロ

脈
川
制
也

土
岐
稔

沢
川
久
災
ｆ

瞠
利
早
知

今
井
久
吏
ｆ
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耐
い
も
型
剛
嘩
唯
軒
盤
岼

へ
郁
止
喋
一
（
守
二
小
帆
町

一
古
川
節
ｆ
金
仙
郎
）
蒔
川

へ
成
川
服
志
（
旺
二
金
木

一
今
幸
子
（
澁
二
稲
加
村

（
加
川
せ
い
榊
一
蝿
榧
一
釧
械

（
御
酔
忠
幽
一
瞬
ト
ー
州
成
緬

ヘ

今沢
lIl

lﾘl則
美術
へへ

辰腿
奔俊
、一ー
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1111."

川
11

T･

雌

卜
汕
脱
補
（
焼
）

一ご結婚－

おめでとう

職’
（
川
Ⅱ
Ｍ
川
・
分
）

（
脈
鞭
）

（
流
人
）

（
輝
夫
）

（
和
仁
）

（
僻
）

（
隆
）

（
油
則
）

（
安
敬
）

（
政
姉
）

（
悲
醐
）

（
祐
祝
）

（
繁
推
）
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（
訓
奔
秋
鯉
堀
僻
湘

（
榊
価
よ
し
耕
一
林
弐
一
嘩
所
楠

（
鯆
捗
総
｛
潅
一
無

（
釧
雑
｛
蕊
一
縛

念
澱
一
蹴
一
螺

（
鐸
岬
八
保
蓉
一
群
睡
一
峰
力
峠

（
帥
剛
と
榊
誕
一
睡
繩
一
“
汕
州

（
樅
轆
｛
姪
駕
協

、
花
川
慨
三
太
郎
）
班
瀬

一
泉
谷
百
合
子
（
正
志
）
五
所
市

へ
鳴
海
幸
正
（
布
古
）
班
瀬

〆
落
合
広
子
（
武
男
）
愛
知
県

（
鮒
行
辨
噸
恵
揃

（
ｕ
Ⅱ
Ｍ
出
分
）

（
州
州
麻
辨
耗
一
雑
銅
一
鉢
造
袖

（
州
川
内
“
涯
一
幽
埜
地
一
鉢
造
杣

（
識
州
曄
涯
一
錘
一
睦
所
榊

（
紬
内
灘
野
麻
擶

（
峠
罐
蓉
希
一
耐
達
一
川
里
御

（
靜
汗
↓
識
韓

（
唖
剛
唯
諺
一
蛎
孵
一
峠
卑
州

へ
賜
沢
徳
本
（
ア
ヤ
子
）
東
京
梛

一
松
尼
棚
子
（
正
一
郎
）
金
木

（
細
郷
（
睡
贈
縦

風
鯏
典
峨
誌
恥
硬
鋤
木
挫

凧
御
怖
秘
燕
蝿
吋
囎

（
孝
硴
妬
識
一
雌
群
一
価
浦
畔

へ
山
中
描
悦
（
操
）
班
揃

一
津
脇
良
子
禿
次
郎
）
金
木

誠
（
繁
凶
郎
）
斑
瀬

（
峅
川
和
枝
（
隆
祐
）
北
海
通

（
諦
美
灘
謬
漉
蹴

（
皿
卦
よ
し
蔀
（
癖
軸
恥
）
癖
川
崎

（
副
岬
耕
辨
一
癖
蝿
一
錘
良
赫

（
雌
叩
和
秘
一
鋤
嚥
一
嘩
川
岬

へ
灘
川
雅
弘
（
雁
昭
）
中
里
町

一
火
旧
綾
子
（
雅
春
）
川
倉

厨
畔
叶
泓
（
謹
迩
幟
里
峠

（
域
州
榊
荏
一
“
罐
一
鉢
森
杣

嬬
木
剃
野
恵
蜘

（
識
蜴
多
識
池
（
》
蛙
燕
裡
峠
岼

ヘ
米
谷
淋
美
（
滴
）
喜
良
市

一
武
内
美
保
子
（
新
二
秋
川
卯

急
藤
恥
稚
踊
砿
）
幟
秘
跡

凧
函
谷
幟
鋤
一
州
李
噸
螺
鐸
桝

緬
部
内
順
砕
（
祁
獅
）
郵
分
州

（
柵
辮
報
恥
部
恥
叫

（
病
川
千
林
刊
一
緬
獅
岬
一
帷
哩
岫

、
阿
部
祁
治
（
曲
太
郎
）
叩
皿
町

一
神
タ
ヱ
子
（
群
智
郎
）
悪
良
市

へ
大
和
洋
二
慨
次
郎
）
苛
森
市

一
伊
藤
順
子
（
武
里
蒋
良
巾

（
叩
鋤
郷
一
一
“
信
一
榊
森
州

（
加
川
川
出
分
）

大
橘
友
兄
（
２
）
蒋
良
市

磯
野
班
一
郎
（
、
）
金
水

煙
尼
円
次
郎
（
刺
）
〃

対
馬
勝
端
（
型
）
〃

秋
元
き
わ
（
鋤
）
溌
獺

胸
沢
小
市
郎
（
池
）
金
木

三
上
Ｕ
之
丈
（
刺
）
神
叩

、
川
つ
よ
（
剛
）
金
水

今
卉
（
皿
）
再
良
市幻

藤
元
滴
（
胡
）
碑
良
市

角
川
ふ
ゆ
（
別
）
金
木

竹
谷
き
み
（
布
）
再
良
市

平
山
ひ
さ
（
師
）
金
木

（
Ⅱ
Ⅱ
岫
川
分
）

巾
行
く
ら
（
帥
）
牌
良
巾

岡
川
安
三
郎
（
剛
）
〃

泉
行
和
仲
（
ｏ
）
川
命

木
村
牌
一
郎
（
だ
）
金
木

松
川
利
男
（
師
）
恥
瀬

三
橘
巾
之
助
（
だ
）
藤
枝

頼
崎
怖
太
郎
（
帥
）
斑
瀬

津
肪
み
や
（
師
）
金
木

尚
胸
蝋
〃
郎
（
師
）
〃

成
川
ョ
デ
（
別
）
牌
良
巾

休
藤
欣
一
（
郷
）
僻
川

〆一、〆一、〆一、
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川撫癖川淵
介市市瀬倉市

－

新
年
川
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
上
る

し
く
お
脈
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
、
近
年
に
め
ず
ら
し

い
謂
の
な
い
お
正
川
で
し
た
。

年
飴
川
り
な
ど
税
航
が
錐
ま
り

近
況
鞭
杵
な
ど
の
紺
に
花
を
咲

か
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
洲

も
つ
い
拝
み
す
ぎ
に
な
り
が
ち

で
す
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
体
捌
を

幣
え
ま
し
ょ
う
。

二
川
叫
Ⅱ
の
背
森
媒
知
Ⅲ
選

挙
も
借
示
さ
れ
ま
し
た
。
叫
政

の
桃
を
決
め
る
大
蛎
な
選
挙
で

す
。
知
術
選
挙
や
刑
の
選
挙
に

な
る
と
、
投
票
率
の
低
く
な
る

淵
町
で
す
が
、
雌
か
ら
町
へ
く

る
補
助
金
は
英
人
な
も
の
で
す

わ
た
し
た
ち
の
牝
涌
を
脇
か
に

す
る
た
め
に
も
、
一
螺
の
無
駄

も
な
い
よ
う
、
川
趾
令
此
で
粟

椛
防
止
を
呼
び
か
け
、
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

》

今
年
は
町
民
待
望
の
体
育
館

が
定
成
し
ま
す
。
大
い
に
ス
鍜

Ｉ
ヅ
を
や
り
、
体
を
鍛
え
ま
し

レ
ト
。
、
ノ
。

臨
吟
給
隆
臘
娯
膿
瀞
瀞
沸
齢

‐
ママママママー‐‐．。
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